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Zoomによるライブ配信

ご入場いただきまして誠にありがとうございました。

総評

HYBRIX-P&D HYBRIX-U

前腕骨圧迫プレートⅣ

企業展示

当初は栃木県宇都宮市で開催予定でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴いWeb開催となりました。
弊社として大会長である長田先生の開発製品『HYBRIX』を中心としたWEB展示を行いました。

また共催セミナーでは、長田先生がスポンサードセミナーの座長を務められ①済生会川口総合病院 太田剛先生に
「橈骨遠位端骨折掌側ロッキングプレートに置けるスクリューの至適刺入位置とは」というテーマでご講演頂き、スク
リュー刺入方向の重要性を認識いたしました。
②獨協医科大学 中山健太朗先生からは「橈骨遠位端骨折に伴う尺骨遠位端骨折の手術治療―HYBRIX-Uの有用
性―」というテーマでご講演頂き、弊社が開発コンセプトとしていた『日本人に最適なプレート』に伴う、設計・スペック
を高くご評価いただきました。
さらに、ほかのセミナーでもHYBRIX-PとDを使用した演題発表もあり、HYBRIXシリーズの有用性が幅広く知ら
れていることを実感いたしました。
ご講演、ご視聴いただいた皆様方に、御礼申し上げます。

各種製品につきましては、お気軽にお近くのセンターまたは、営業担当へお問合せください。
今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。
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